
臨床はこんなに

クリアカットでは

ない！

調節や輻湊を考慮した後天内斜視の分類と診断-緩慢な発症の(広義)後天内斜視の場合

例）１

部分調節性内斜視 非屈折性調節性内斜視非調節性輻湊過多型内斜視

近見で調節が影響し
ているか見たいので
遠見≒近見なら＋３
Ｄ付加試験は必要な
いね。

過剰な近接性輻湊と
言われている。

後天(基礎型) 内斜視

非屈折性調節性ＥＴ
＋

部分調節性ＥＴ

屈折性調節性内斜視

臨床所見）

部分調節性ＥＴ
＋

非調節性輻湊過多型ＥＴ

遠見で 10⊿減少して
いるのが調節関与分。
調節関与無しは完全矯正後
の遠見から考えて 10⊿。

近見での減少
量40-10＝30⊿でこれ
が高AC/Aの量。遠近
とも無調節となったの
で調節関与無しの
10⊿が残るね。

近見の偏位が大きい場合
高ＡＣ/Ａ比が関与しているね。

YES ＮＯ

調節の関与が有る

ＮＯ

YES ＮＯ

YES

YES

ＮＯ

YES

調節の関与は無い

アトロピン点眼後の屈折検査で遠視があるか？

ＮＯ

ＮＯ

YES遠見で遠視が
なくても内斜視
があるからね。

例）２ 例）３遠見≒近見

F ４５⊿Base out
N ４５⊿Base out

遠見＜近見

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

遠見＜近見

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

完全矯正をすると遠近とも

１０（１５）⊿以上減少するか？

遠近とも 10⊿以上

残存するか？

調節の関与が有る

近見の偏位がほぼ
なくなる

（遠≒近）

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ｎｏ ｓｈｉｆｔ

定義では遠近 10⊿以上の
差となっている。ＰＤ60 ㎜で正
常な6⊿/Dなら 3Dの調節で遠
近で差がほぼ同じになるね。

調節の部分
が高ＡＣ/Ａ比
だと考
える。

近見の偏位が減少
し遠近とも偏位は
ほぼ同じとなるが、
10⊿以上残存する

（遠見＝近見）

F １０⊿Base out
N ４０⊿Base out

F １０⊿Base out
N １０⊿Base out

上記から変化なし
（遠見＜近見）

F １０⊿Base out
N ４０⊿Base out

F １０⊿Base out
N ４０⊿Base out

上記から変化なし
（遠見＜近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

上記から変化なし
（遠見＜近見）

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

確認のため、近用＋３Ｄ付加テストを行う

軽度遠視

発症時期により様々
２、３歳に発症

ＡＣ/Ａ比は正常

中等度遠視が多い

両眼視機能良好

＋２．０～＋８．０（６Ｄ）

両眼視機能良好

遠近ともほぼ斜視
角に変化がなく近見
が遠見より多い
（遠見＜近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ４５⊿Base out
N ４５⊿Base out

F ４５⊿Base out
N ４５⊿Base out

遠近とも 10⊿以上
減少し遠近とも 10⊿
以上残存する

（遠≒近）

F ４５⊿Base out
N ４５⊿Base out

F ２０⊿Base out
N ２０⊿Base out

遠近とも 10（15）⊿
以上減少し遠近とも
ほぼ偏位がない

（遠≒近）

F ４５⊿Base out
N ４５⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ｎｏ ｓｈｉｆｔ

遠見でほぼ偏位が
なくなり近見が遠見
より 10⊿以上多い
（遠見＜近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

遠近とも 10（15）⊿
以上減少し遠見が
10⊿以上残存する

（遠見＜近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F １０⊿Base out
N ４０⊿Base out

ここから先は、くどいので
興味のある人だけで。
パンダも見てると頭痛が
するなぁ。

調節の関与は無い

＋１．５～＋９．０Ｄ

両眼視機能不良

アトロピン点眼後の屈折検査で遠視があるか？

遠近で斜視角に差があるか？ＮＯ

アトロピン点眼後の屈折検査で遠視があるか？

YES 近見の偏位が大きい場合、輻輳過多か
高ＡＣ/Ａ比の関与が考えられるね！

遠近ともほぼ斜視

角に変化がない

（遠見≒近見）

高ＡＣ/Ａ比なら
わずかな遠視で
も遠見で内斜が
出るはず。

調節の関与は不明

(遠近とも ET) (遠見がほぼ偏位なし)

屈折性調節性ＥＴ
＋

非調節性輻湊過多型ＥＴ

遠近で依然
30⊿ の 差 が
あるのが輻湊
過多の分。

近見で調節が関与した
量は右記が35－15で左
記は 30－10＝20⊿これ
が高AC/Aの量。遠近と
も無調節となったので調
節が関与していない輻
湊過多型分が残るね。

非屈折性調節性ＥＴ
＋

非調節性輻湊過多型ＥＴ

遠見で１5⊿減少してい
るのが調節関与分。

上記から変化なし
（遠見＜近見）

F ５⊿Base out
N ３５⊿Base out

F ５⊿Base out
N ３５⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

F ５⊿Base out
N ３５⊿Base out

F ５⊿Base out
N １５⊿Base out

遠近とも 10（15）⊿
以上減少し遠見が
10⊿未満残存する

（遠見＜近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ５⊿Base out
N ３５⊿Base out

遠近ともほぼ同量
減少する
（遠見≪近見）

F ２０⊿Base out
N ５０⊿Base out

F ５⊿Base out
N ３５⊿Base out

例）

例）

どちらかというとこっち
は基礎型との合併か？

残存分は輻輳過多の
分だけど遠見 10⊿残
存するのでこれは部
分調節性とする。

完全矯正をすると遠近とも

減少し、ほぼ同量か？

確認のため、近用＋３Ｄ付加テストを行う

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N ３０⊿Base out

F ｎｏ ｓｈｉｆｔ
N １０⊿Base out

確認のため、近用＋３Ｄ付加テストを行う

近見の偏位が減少するが依然遠近に
差がある

（遠見＜近見）



完全矯正レンズ装用

完全矯正レンズ装用

＋3.0D付加レンズ装用

完全矯正レンズ装用

完全矯正レンズ装用

＋3.0D付加レンズ装用

完全矯正レンズ装用

完全矯正レンズ装用

＋3.0D付加レンズ装用

眼鏡装用による内斜視のまとめ

例）左眼内斜視

遠見

近見

近見

10(15)⊿以上減少

角反中央

10⊿以上減少
10⊿以上残存

上の偏位のまま
（固視目標を見る
為の輻輳はある）

上の偏位のまま

角反中央

上記より 10⊿
以上増加

角反中央

10⊿以上減少
10⊿以内残存

非調節性内斜視(基礎型など） 屈折性調節性内斜視(von Noorden)

部分調節性内斜視(主流) 非屈折性調節性内斜視(von Noorden)

von Noorden ・欧米の成書

屈折性調節性又は準正位又は微小斜視

日本

屈折性調節性？部分調節性？

遠見

近見

近見

遠見

近見

近見

高 AC/A 比ならば、遠視があって内斜視となっ
ていた分は完全矯正レンズで解消するはず。

定義が曖昧なもの

見解が一致していない

この要素がないと調節因子で
はない。例）15⊿で眼鏡にて 6
⊿になった場合は調節性とは
言えない。

欧米は大まか

正視状態

＋３D調節

近見で無調節

近見は輻輳するので（輻輳角分）遠見より見かけ上、内斜してプリズム量が
増加すると勘違いする人がいるが、近見の視標を見ている視線からの偏位と
なるので、偏位量は変わらず APCT の量としては理論上変化はない。

殆ど変化なし

上の偏位のまま
（固視目標を見る
為の輻輳はある）

上の偏位のまま
（固視目標を見る
為の輻輳はある）

角反中央

角反中央

近見の所見から少なくとも高
AC/A 比ではないので、非屈
折性調節性内斜視ではない。

上の偏位のまま

上の偏位のまま

近見で無調節

近見で無調節

＋３D調節

＋３D調節

参考）中川喬：視能矯正学改訂第 2 版 P260～261

遠視がある場合は10～15⊿減少しても高AC/A比

の可能性があり遠近ともほぼ斜視角が同じで、

眼位が改善するかで判断すること。


